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かながわ心不全ネットワークの概要

「#地域で心不全療養指導士を育てよう」 を合言葉に神奈川心不全
療養指導士育成プロジェクトの一環として2021年11月に発足

【活動地域】
神奈川県全域

【目的】
・心不全療養指導士活躍の場を広げる
・心不全療養指導士資格の取得をサポートする

【構成職種】
医師、看護師(病院/在宅)、理学療法士、薬剤師(病院/保険薬局)
管理栄養士など多職種で構成

【活動履歴】
・X(旧twitter)やFacebookなどのSNSを用いた情報共有
・心不全療養指導士の交流/スキルアップを目指したセミナー開催

2022年度：職種ごとの心不全療養指導への考察
2023年度：時間軸と療養場所ごとに考える心不全の療養指導



かながわ心不全ネットワークの目指す姿

【かながわ心不全ネットワークの目指す姿】

地域で活動する様々な職種が参加することにより異なる

療養場所の相互理解、時間軸の連携を強め円滑なケア移行

【今後のネットワーク活動について】

今後はメディカルスタッフ中心に多施設参加、多職種参加の

カンファレンスを定期開催予定

【SNSアカウント】

・twitter(X): @kanagawa_heart

・Facebook:かながわ心不全ネットワーク

#かながわ心不全ネットワーク

急性期

啓発・予防 生活期・維持期

回復期〜慢性期

再発・合併症
重症化予防



かながわ心不全ネットワークの活動実績
（2023年9月までに7回のセミナーを開催）



2021/11/25 スタートアップ情報交換会
参加者アンケート回答

他施設での取り組みを聞くことができ大変

勉強になった。自施設でも実践できるよう
考えていきたい。 心不全療養指導士の試験の

ことなどについてもう少し

共有したかった。

個々の患者に応じた、他病院での指導内容等
が転院時や退院時、病院が変更になった時等
明確になる統一されたものがあると助かるな
と思った。

顔の見える環境で多職種多施設と交流が
できる貴重な機会だった。

他職種間の意見交換はもちろんのこと
他部署（普段関わらないクリニックや訪問
看護、地域薬局）との意見・情報交換が出来
た有意な時間となった。



参加職種割合

6.7%

心不全療養指導士取得率

かながわ心不全ネットワーク参加者
（2023年9月時点）



かながわ心不全ネットワーク参加者の声

✓ 心不全療養指導士は今年度取得しました。本会へのご案内、とても心強いです。
多職種で情報交換し、各療養の場での問題点、サクセスストーリーなど共有し
神奈川県の心不全療養指導士を微力ながら盛り上げていきたいです。

✓ 心不全手帳とは別に退院時に使えそうなパンフレットの情報共有(心不全の
予防やACPで使用できそうなパンフレットなど)をしてほしいです。

✓ 他院での心不全指導の活動や実践値(再入院率やＡＣＰの効果等)を知りたい。

✓ 心不全療養指導士の受験を今後予定しています。在宅医療で必要とされる
心不全療養や、地域連携について学びを深めていきたいです。



①Xアカウント(@kanagawa_heart)をフォローする
https://twitter.com/kanagawa_heart

様々職種の視点から毎日心不全管理のポイントなどを
投稿しています。

ネットワークの登録方法

②登録フォームから参加する
https://forms.gle/NnRAjwFQHkEhx9bw5

SNSで一般向けには案内できないセミナーの
お知らせなどe-mailで配信します。
氏名や所属、職種、指導士資格の有無なども
ご登録いただき、運営の参考にさせていただい
ています。

https://twitter.com/kanagawa_heart
https://forms.gle/NnRAjwFQHkEhx9bw5
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